
(57)【要約】

【課題】被観察体照明のために設けられた発光ダイオー

ドから発生した熱を先端部全体に効率よく拡散させるこ

とにより、先端部の発熱を良好に抑制する。

【解決手段】内視鏡先端部１０Ａの先端面の観察窓１６

ａの周りに、被観察体の照明に必要な最大光量を超える

光量が全体で出力可能となる５つのＬＥＤ部Ｌ１ ～Ｌ５

を配置し、これらを例えば３つのＬＥＤ部Ｌ１ ，Ｌ３ ，

Ｌ５ のＡ組と２つのＬＥＤ部Ｌ２ ，Ｌ４ のＢ組に分け、

このＡ組とＢ組を切り換えながら点灯制御することによ

り、先端部１０Ａの温度を所定の温度、例えば４２℃未

満に抑制する。また、このとき、撮像モジュールＭに対

し発熱の影響が大きいＡ組を、Ｂ組よりも短い時間だけ

点灯制御することができ、更に数の少ないＢ組のＬＥＤ

部Ｌ２ ，Ｌ４ は、Ａ組のＬＥＤ部Ｌ１ ，Ｌ３ ，Ｌ５ より

高い光量を出力できるものとし、各組での出力光量を均

一にすることもできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 先 端 部 か ら 照 明 光 を 出 力 す る た め に 配 置 さ れ 、 被 観 察 体 の 照 明 に 必 要 な 最 大 光 量
を 超 え る 光 量 が 全 体 で 出 力 可 能 と な る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド と 、
　 上 記 先 端 部 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る た め に 、 上 記 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 複 数 の 組 に 分 け
、 こ れ ら 複 数 の 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 組 毎 に 切 り 換 え な が ら 点 灯 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 を
設 け て な る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 制 御 回 路 は 、 撮 像 素 子 及 び そ の 駆 動 回 路 を 含 む 撮 像 モ ジ ュ ー ル に 対 し 発 熱 の 影 響 が
大 き い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 、 上 記 撮 像 モ ジ ュ ー ル に 対 し 発 熱 の 影 響 が 小 さ い 組 の 発 光 ダ
イ オ ー ド よ り も 短 い 時 間 だ け 点 灯 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 複 数 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド の 各 組 の 数 が 異 な る 場 合 、 数 の 少 な い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド
は 、 数 の 多 い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド よ り 高 い 光 量 を 出 力 す る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 、 特 に 内 視 鏡 先 端 部 に 設 け た 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 光
に よ っ て 被 観 察 体 を 照 明 す る 内 視 鏡 装 置 で 、 先 端 部 の 発 熱 を 抑 制 す る た め の 構 成 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 は 、 照 明 光 を 被 観 察 体 （ 内 ） に 照 射 し 、 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） の 挿 入 先 端 部 に
配 置 し た 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupled Device） 等 の 撮 像 素 子 に よ っ て 被 観 察 体 を 撮 像
す る こ と に よ り 、 被 観 察 体 の 映 像 を モ ニ タ 画 面 上 で 観 察 す る も の で あ り 、 こ の よ う な 内 視
鏡 の 先 端 部 に は 、 照 明 光 の 光 源 と し て 、 従 来 か ら 用 い ら れ て い る ラ イ ト ガ イ ド 及 び 光 源 ラ
ン プ の 代 わ り に 、 近 年 で は 白 色 光 を 出 力 す る 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 配 置 す る こ と が
提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 従 来 の よ う に 、 光 源 装 置 に 設 け た 光 源 ラ ン プ か ら 出 力 さ れ た 光 を ラ イ ト ガ イ ド を
介 し て 内 視 鏡 先 端 部 へ 供 給 す る 場 合 は 、 ラ イ ト ガ イ ド の 伝 送 時 に 光 の 損 失 が 生 じ る の に 対
し 、 先 端 部 に Ｌ Ｅ Ｄ を 配 置 し た 場 合 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 か ら の 光 を 照 明 光 と し て 効 率 よ く 利 用
で き る と い う 利 点 が あ り 、 ま た こ の Ｌ Ｅ Ｄ の 採 用 に よ れ ば 、 内 視 鏡 全 体 の 構 成 の 簡 略 化 、
軽 量 化 等 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ ‐ ２ １ ６ １ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ ‐ ２ ６ ７ ０ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 Ｌ Ｅ Ｄ を 照 明 用 の 光 源 と し て 用 い た 場 合 、 こ の Ｌ Ｅ Ｄ 自 体 か ら 発 生
す る 熱 に よ る 内 視 鏡 先 端 部 の 発 熱 が 問 題 と な る 。 即 ち 、 内 視 鏡 先 端 部 で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ に よ る
発 熱 だ け で な く 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 の た め の 回 路 を 有 す る 撮 影 モ ジ ュ ー ル か ら も
熱 が 発 生 し 、 こ の 両 方 の 発 熱 部 に よ っ て 先 端 部 全 体 が 熱 く な り 、 例 え ば 長 時 間 の 使 用 時 等
で 先 端 部 が 接 触 し た 被 観 察 体 に 軽 い 熱 傷 や 炎 症 を 生 じ さ せ た り 、 Ｃ Ｃ Ｄ や Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 の た
め の 電 子 回 路 に 悪 影 響 を 与 え た り す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 従 来 で は 、 上 記 特 許 文 献 １ の よ う に 、 送 気 管 路 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 先 端 口
金 を Ｌ Ｅ Ｄ の 照 明 部 に 近 接 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ か ら 発 生 し た 熱 を 送 気 ガ ス に 伝 達 す る こ と 等 が 行 わ
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れ て い る 。 し か し 、 こ の 送 気 ガ ス は 常 時 流 さ れ る こ と は な く 、 Ｌ Ｅ Ｄ か ら 生 じ る 熱 を 効 率
よ く か つ 十 分 に 放 熱 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 被 観 察 体 照 明 の た め に
設 け ら れ た 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発 生 し た 熱 を 先 端 部 全 体 に 効 率 よ く 分 散 さ せ る こ と に よ り
、 先 端 部 の 発 熱 を 良 好 に 抑 制 す る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 先
端 部 か ら 照 明 光 を 出 力 す る た め に （ 先 端 面 又 は 外 周 面 に ） 配 置 さ れ 、 被 観 察 体 の 照 明 に 必
要 な 最 大 光 量 を 超 え る 光 量 が 全 体 で 出 力 可 能 と な る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ 部 ） と
、 上 記 先 端 部 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る た め に 、 上 記 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ 群 ） を 複 数 の 組
に 分 け 、 こ れ ら 複 数 の 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 組 毎 に 切 り 換 え な が ら 点 灯 制 御 す る 制 御 回 路
と 、 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 制 御 回 路 で は 、 撮 像 素 子 及 び そ の 駆 動 回 路 を 含 む 撮 像 モ ジ ュ ー
ル （ 撮 像 素 子 及 び そ の 周 辺 回 路 ） に 対 し 発 熱 の 影 響 が 大 き い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 、 上 記
撮 像 モ ジ ュ ー ル に 対 し 発 熱 の 影 響 が 小 さ い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド よ り も 短 い 時 間 だ け 点 灯 す
る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 複 数 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド の 各 組 の 数 が 異 な る 場 合 、 数 の 少 な い
組 の 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 数 の 多 い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド よ り 高 い 光 量 を 出 力 す る 構 成 と し た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 先 端 面 に ５ つ の 発 光 ダ イ オ ー ド を 周 回 で 配 置 し た 場 合 は 、
こ れ ら の 発 光 ダ イ オ ー ド を 、 １ つ 置 き に 選 択 し た ３ つ の 発 光 ダ イ オ ー ド か ら な る Ａ 組 と 、
残 り の ２ つ の 発 光 ダ イ オ ー ド か ら な る Ｂ 組 に 分 け ら れ 、 こ の Ａ 組 と Ｂ 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド
が 交 互 に 切 り 換 え ら れ て 点 灯 制 御 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 複 数 設 け た 発 光 ダ イ オ ー ド の
中 か ら 照 明 に 用 い る 発 光 ダ イ オ ー ド を 順 番 に 選 択 し て 点 灯 す る こ と に よ り 、 発 光 ダ イ オ ー
ド が 連 続 発 光 し 近 傍 の 先 端 部 が 温 め 続 け ら れ る こ と を 防 止 し て 、 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発 生
す る 熱 を 先 端 部 全 体 に 分 散 さ せ る こ と が で き 、 こ の 結 果 、 内 視 鏡 先 端 部 で の 発 熱 が 抑 制 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 撮 像 素 子 モ ジ ュ ー ル に 近 い 発 光 ダ イ オ ー ド を 有 す る 組
の 点 灯 時 間 を 短 く す る こ と に よ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド か ら の 発 熱 と 撮 像 素 子 モ ジ ュ ー ル か ら
の 発 熱 に よ っ て 先 端 部 の 温 度 が 相 乗 効 果 的 に 上 昇 す る こ と を 防 止 で き る 。
　 更 に 、 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 数 の 少 な い 組 の 発 光 ダ イ オ ー ド の 発 光 面 積 を 大 き く し
た り 、 数 の 少 な い 組 に 発 光 効 率 の 高 い 発 光 ダ イ オ ー ド を 採 用 し た り す る こ と に よ り 、 各 組
か ら 出 力 さ れ る 全 体 の 総 光 量 が 均 一 に な り 、 被 観 察 体 映 像 を 一 定 の 明 る さ に 維 持 す る こ と
が 容 易 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 被 観 察 体 照 明 の た め に 設 け ら れ た 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発
生 し た 熱 を 先 端 部 全 体 に 効 率 よ く 分 散 さ せ る こ と に よ り 、 先 端 部 の 発 熱 を 良 好 に 抑 制 す る
こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 発 光 ダ イ オ ー ド か ら の 発 熱 と 撮 像 素 子 モ ジ ュ ー ル か ら
の 発 熱 に よ る 相 乗 効 果 的 な 先 端 部 の 温 度 上 昇 を な く す こ と が 可 能 と な り 、 請 求 項 ３ の 発 明
に よ れ ば 、 各 組 か ら の 出 力 光 量 を 均 一 に で き 、 被 観 察 体 映 像 を 一 定 の 明 る さ に 維 持 す る こ
と が 容 易 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に は 、 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 （ 電 子 内 視 鏡 ） 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-252685 A 2007.10.4



り 、 図 １ （ Ａ ） に は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 先 端 面 、 図 １ （ Ｂ ） に は 図 １ （ Ａ ） の Ｉ － Ｉ 線 切 断
面 及 び そ の 他 の 構 成 が 示 さ れ る 。 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） １ ０ と プ ロ
セ ッ サ 装 置 １ ２ を 有 し て な り 、 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 １ ０ Ａ に は 、 観 察 窓 （ レ ン ズ ） １ ５ ａ
を 含 む 対 物 光 学 系 １ ５ 、 こ の 観 察 窓 １ ５ ａ を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ に カ バ ー
ガ ラ ス １ ６ ａ を 取 り 付 け た ５ つ の Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ 、 上 記 観 察 窓 １
５ ａ へ 向 け て 送 気 と 送 水 を す る 送 気 ／ 送 水 用 ノ ズ ル １ ７ 、 鉗 子 等 の 処 置 具 を 導 出 す る 処 置
具 挿 通 チ ャ ン ネ ル （ 鉗 子 口 ） １ ８ 等 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 対 物 光 学 系 １ ５ は 、 観 察 窓 １ ５ ａ の 後 側 に 対 物 レ ン
ズ １ ５ ｂ 等 を 有 し 、 こ の 対 物 光 学 系 １ ５ の 後 側 に 、 プ リ ズ ム ２ ０ 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ １ を 介
し て 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ が 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 基
板 ２ ３ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ 基 板 ２ ３ に 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 （ 映 像 信 号 出 力 ） の た
め の 電 子 回 路 （ 素 子 ） ２ ４ が 接 続 さ れ る と 共 に 、 映 像 信 号 や 制 御 信 号 等 を 出 力 す る た め の
信 号 線 ２ ５ が 接 続 さ れ て お り 、 こ の 信 号 線 ２ ５ が プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に 接 続 さ れ る 。 上 記
Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 基 板 ２ ３ 及 び 電 子 回 路 ２ ４ 等 が 撮 像 モ ジ ュ ー ル Ｍ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ は 、 そ の 内 部 に 例 え ば ３ 波 長 蛍 光 体 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 複 数
個 形 成 し た Ｌ Ｅ Ｄ 本 体 １ ６ ｂ と カ バ ー ガ ラ ス １ ６ ａ か ら な り 、 こ の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ に
は 、 そ の そ れ ぞ れ に 対 し て 電 源 線 ２ ８ を 介 し 駆 動 電 源 を 供 給 す る た め の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３
０ 及 び マ イ コ ン ３ １ が 接 続 さ れ 、 こ の マ イ コ ン ３ １ に て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ の 切 換 え 点
灯 制 御 と 、 そ の 光 出 力 （ 強 度 ） の 制 御 が 行 わ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ と
し て は 、 そ の 全 体 で 得 ら れ る 総 光 量 が 被 観 察 体 の 照 明 に 必 要 な 最 大 光 量 を 超 え る よ う な 強
度 の も の が 用 い ら れ る 。 即 ち 、 こ れ ら Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ か ら 複 数 の 組 が 選 択 さ れ る が 、
こ の 各 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 で 照 明 に 必 要 か つ 十 分 な 最 大 光 量 を 確 保 で き る よ う に す る 。 な お 、 上
記 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ０ 及 び マ イ コ ン ３ １ は 、 内 視 鏡 １ ０ 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ の 点 灯 の 組 合 せ の 一 例 が 示 さ れ 、 図 ３ に は 、 各 組 毎 の 点
灯 駆 動 信 号 が 示 さ れ て お り 、 実 施 例 で は 、 図 ２ （ Ａ ） の よ う に 、 対 物 光 学 系 （ 観 察 窓 １ ５
ａ ） １ ５ の 周 り 方 向 で 飛 び 飛 び に 選 択 し た ３ つ の （ 斜 線 部 で 示 し た ） Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ， Ｌ ３

， Ｌ ５ の 一 組 を Ａ 組 と し 、 図 ２ （ Ｂ ） の よ う に 、 そ の 他 の ２ つ の （ 斜 線 部 で 示 し た ） Ｌ Ｅ
Ｄ 部 Ｌ ２ ， Ｌ ４ の 一 組 を Ｂ 組 と す る 。 そ し て 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 Ａ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ
部 Ｌ １ ， Ｌ ３ ， Ｌ ５ の そ れ ぞ れ に 対 し て 図 （ Ａ ） の 点 灯 駆 動 を 行 い 、 上 記 Ｂ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部
Ｌ ２ ， Ｌ ４ の そ れ ぞ れ に 対 し て 図 （ Ｂ ） の 点 灯 駆 動 を 行 う こ と に よ り 、 Ａ 組 と Ｂ 組 が 交 互
に 点 灯 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 内 視 鏡 １ ０ で は 、 マ イ コ ン ３ １ の 制 御 に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ 駆
動 回 路 ３ ０ か ら Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ の そ れ ぞ れ に 点 灯 駆 動 信 号 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、
複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ は 、 設 定 さ れ た 各 組 毎 に 点 灯 さ れ 、 実 施 例 で は 、 例 え ば 図 ３ （
Ａ ） ， （ Ｂ ） の 点 灯 駆 動 信 号 （ オ ン オ フ 信 号 ） に よ っ て 、 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） の よ う に Ａ
組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ， Ｌ ３ ， Ｌ ５ と Ｂ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ２ ， Ｌ ４ が 交 互 に 点 灯 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に は 、 実 施 例 で の Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 に よ る 内 視 鏡 先 端 部 の 温 度 変 化 の 一 例 が 示 さ れ て い る
。 こ の グ ラ フ は 、 図 １ に 示 し た 先 端 部 １ ０ Ａ の 外 周 の Ｆ 点 に お い て 、 上 記 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～
Ｌ ５ の 全 て を 点 灯 さ せ た と き 、 曲 線 １ ０ １ の よ う に 、 ３ 分 程 度 で ４ ２ ℃ 近 傍 に 達 す る よ う
な 条 件 で 測 定 し た も の で あ る 。 即 ち 、 Ａ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ， Ｌ ３ ， Ｌ ５ の み を 点 灯 さ せ た
場 合 、 曲 線 １ ０ ２ の よ う に 、 Ｆ 点 の 温 度 が ５ ～ ６ 分 程 度 で ４ ２ ℃ 近 傍 に 近 づ く こ と に な る
の に 対 し 、 実 施 例 の よ う に Ａ 組 と Ｂ 組 を 切 り 換 え て 点 灯 さ せ た 場 合 は 、 発 熱 部 の 場 所 が 変
わ っ て 発 生 熱 が 分 散 さ れ る の で 、 Ｆ 点 の 温 度 が 曲 線 １ ０ ３ の よ う に 、 ４ ２ ℃ に 達 し な い よ
う に な る 。 こ の よ う に し て 、 実 施 例 で は 先 端 部 １ ０ Ａ の 温 度 を 所 定 の 許 容 温 度 に 抑 制 す る
こ と が 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 上 記 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ の Ａ 組 と Ｂ 組 の 切 換 え に よ っ て 照 明 さ れ た 被 観 察 体
は 、 対 物 光 学 系 １ ５ を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ に て 撮 像 さ れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ の 出 力 が プ ロ セ ッ
サ 装 置 １ ２ に 供 給 さ れ 、 こ こ で 所 定 の 映 像 処 理 が 施 さ れ る こ と に よ り 被 観 察 体 の 映 像 が モ
ニ タ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ の 点 灯 の 組 合 せ の 他 の 例 が 示 さ れ て お り 、 こ の 例 で は 、
対 物 光 学 系 １ ５ の 周 り の 左 回 り に ３ つ ず つ 順 番 に 選 択 し た も の で あ る 。 即 ち 、 図 ５ （ Ａ ）
の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ， Ｌ ２ ， Ｌ ３ か ら な る Ｃ 組 、 図 ５ （ Ｂ ） の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ２ ， Ｌ ３ ， Ｌ ４ か ら
な る Ｄ 組 、 図 ５ （ Ｃ ） の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ３ ， Ｌ ４ ， Ｌ ５ か ら な る Ｅ 組 、 図 ５ （ Ｄ ） の Ｌ Ｅ Ｄ 部
Ｌ ４ ， Ｌ ５ ， Ｌ １ か ら な る Ｆ 組 、 図 示 し て い な い が 、 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ５ ， Ｌ １ ， Ｌ ２ か ら な る
Ｇ 組 と い う よ う に 、 １ つ ず つ ず ら し な が ら ３ つ の Ｌ Ｅ Ｄ 部 を 選 択 し 、 こ れ ら の Ａ ～ Ｇ 組 を
順 番 に 点 灯 さ せ る よ う に 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 実 施 例 の マ イ コ ン ３ １ で は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 基 板 ２
３ 及 び 電 子 回 路 ２ ４ 含 む 撮 像 モ ジ ュ ー ル Ｍ に 近 い Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ５ ， Ｌ １ を 含 み 、 撮 像 モ ジ ュ
ー ル Ｍ に 与 え る 発 熱 の 影 響 が 大 き い Ａ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ， Ｌ ３ ， Ｌ ５ を 、 Ｂ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部
Ｌ ２ ， Ｌ ４ の 点 灯 時 間 よ り も 短 い 時 間 だ け 点 灯 す る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ
部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ と 撮 像 モ ジ ュ ー ル Ｍ の 両 方 の 発 熱 に よ っ て 相 乗 効 果 的 に 先 端 部 １ ０ Ａ が 発 熱
す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 上 記 実 施 例 で は 、 図 １ の よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ の 各 組 中 の 数 が Ａ 組 で ３ つ
、 Ｂ 組 で ２ つ と な り 、 そ の 数 が 異 な る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ０ に よ る 駆 動 電 圧 等 の 調 整
に よ っ て 、 Ｂ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ２ ， Ｌ ４ の そ れ ぞ れ の 発 光 出 力 強 度 を Ａ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ，
Ｌ ３ ， Ｌ ５ の 発 光 出 力 強 度 よ り も 小 さ く な る よ う に 制 御 し 、 各 組 毎 の 総 発 光 量 を 均 一 （ 同
一 ） に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に は 、 各 組 毎 の 発 光 量 を 均 一 に す る た め の Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 他 の 構 成 例 が 示 さ れ て お り 、
こ の 例 で は 、 数 の 少 な い Ｂ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ２ １ 及 び Ｌ ４ １ と し て 、 Ａ 組 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ，
Ｌ ３ ， Ｌ ５ よ り も 発 光 出 力 （ 定 格 ） の 高 い Ｌ Ｅ Ｄ を 採 用 す る 。 即 ち 、 Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ ２ １ 及 び
Ｌ ４ １ は 、 他 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ， Ｌ ３ ， Ｌ ５ よ り も 内 部 の Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 の 数 が 多 く 、 発 光 面 積
も 広 く な っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 各 組 毎 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 群 の 全 体 の 発 光 量 を 均 一
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 ５ つ の Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５ を 取 り 付 け る 場 合 を 説 明 し た が 、 こ の Ｌ Ｅ
Ｄ 部 の 数 は 、 ２ つ 以 上 で 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら Ｌ Ｅ Ｄ 部 Ｌ １ ～ Ｌ ５

は 、 そ の 一 部 を 先 端 部 １ ０ Ａ の 外 周 面 （ 側 面 ） に 配 置 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 内 視 鏡 先 端 部 の 先 端
面 の 図 、 図 （ Ｂ ） は 図 （ Ａ ） の Ｉ － Ｉ 線 切 断 面 と そ の 他 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 配 置 及 び Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 点 灯 の 組 合 せ の 一 例 を 示 し 、 図 （
Ａ ） は Ａ 組 （ 斜 線 部 ） 、 図 （ Ｂ ） は Ｂ 組 （ 斜 線 部 ） の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 の Ａ 組 点 灯 と Ｂ 組 点 灯 の 駆 動 信 号 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 を 点 灯 さ せ た と き の 先 端 部 の 温 度 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 点 灯 の 組 合 せ の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 に お い て 各 組 毎 の 発 光 量 を 均 一 に す る た め の Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 他 の 構 成 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 １ ０ … 内 視 鏡 、 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ Ａ … 先 端 部 、
　 １ ２ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、 　 　 　 　 １ ５ … 対 物 光 学 系 、
　 １ ５ ａ … 観 察 窓 、 　 　 　 　 　 　 　 １ ６ ａ … カ バ ー ガ ラ ス 、
　 １ ６ ｂ … Ｌ Ｅ Ｄ 本 体 、 　 　 　 　 　 ２ ２ … Ｃ Ｃ Ｄ 、
　 ２ ３ … Ｃ Ｃ Ｄ 基 板 、 　 　 　 　 　 　 ２ ４ … 電 子 回 路 、
　 ３ ０ … Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 、 　 　 　 　 ３ １ … マ イ コ ン 、
　 Ｌ １ ～ Ｌ ５ … Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） 部 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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低于42℃。此时，可以打开和控制受到对图像拾取模块M的发热的影响
很大的组A，其时间比组B短，此外，B组LED部分L 2 ，L 4 高于LED组
L 1 ，L 3 ，L 5 的光强度，并且还可以均衡每组中的输出光量。 点域1
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